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チョコレートから考える
フェアトレード



開発途上国が苦しむ不適正価格での生産物の取引

2消費者を動かすために地域社会ができることとは

■ フェアトレードで生産者に豊かな暮らしを

● 開発途上国などでは生産者に正当な賃金が払われなかったり、子どもが労働を強いられるなどの問題

が起きている。

● 環境に配慮した消費行動は増加傾向にあるが、企業側は品質、価格、ブランドを重視した商品が消費

者ニーズの全てと誤解しているのではないか。

● 消費者は企業が社会課題に配慮した取り組みを知る機会を逃している。企業側は社会課題に配慮した

取り組みを消費者に共感してもらう機会を逃している。

■ フェアトレードとは？

図表：筆者作成 出典：Fairtrade Internationalのデータをもとに筆者作成
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■ フェアトレードの国別売上額（2017、単位：ユーロ）
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フェアトレードタウン運動による意識変化

3偏りを見せるカカオ、日本の市場から見つめ直す

■ フェアトレード運動の広がり

● フェアトレードタウンは2000年にイギリスで誕生して以来、世界で2,000超の自治体が認定されている。

● 各国は、基本となる5基準だけでなく、自分たちに適した独自基準をフレキシブルに設けることができる。

それは単発的な行動目標ではなく、長期的で地域に根付かせるためのものとなっている。

● 世界各地でのフェアトレードタウン運動も相まって、年々フェアトレード商品が広まっているが、品目の

偏りも多く見られる。

フェアトレードタウンとは？
市民、行政、企業、小売店、学校など街全体でフェアトレードを応援する町や地域のこと。2000年にイギリスのガースタングという町で
発祥し、現在2,000を超える自治体が認定されている。各国の認定団体によって基準が設けられている。基準の中にはスーパーやカフェ、
レストランなどがフェアトレード産品を提供することや、企業や学校もフェアトレードを賛同すること、地域市民と協力して普及イベント
等を企画・実行するが設けられている。地域社会全体で推進できるような狙いが定めれている。

出典：
Fairtrade International
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■ 主な7品目の販売比率（従来型／オーガニック、2020推計）



フェアトレードの視点で考える日本のバレンタイン

4言葉だけで終わらない、心をこめたフェアトレードを

■ バレンタインから考えるフェアトレード

● 日本でチョコレートといえばバレンタインだが、生産地やショコラティエの過去の経歴や受賞歴など、

他社との競争を意識した商品紹介をすることが多くなっている。

● 原料生産者の想いと原料選びにおけるショコラティエのこだわりが通じ合って作られた商品が、消費

者の共感を得る状態が理想

● チョコレートができるまでに企業が当たり前にしている生産地選びのこだわりや生産者とのつながり

をストーリーとして消費者に届ける。

■ 日本のバレンタインの市場規模

出典：一般社団法人日本記念日協会 記念日文化研究所 写真：筆者撮影（2022年2月7日 大丸東京店にて）
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■ バレンタイン催事の賑わい

2022年のバレンタイン期間における
市場規模は1,175億円と言われている。
これは前年比の12％増の数字である。

1,175億円
1,050億円

2021年 2022年

12％増



■ サステナブルレポートに関するお問い合わせ先： info@sfinter.com

● 本レポートに掲載された内容は作成日における情報に基づくものであり、予告なしに変更される場合があります。

● 本レポートに掲載された情報の正確性・信頼性・完全性・妥 当性・適合性について、いかなる表明・保証をするものではなく、一切の責任又は義務を負わないものとします。

● 本レポートの配信に関して閲覧した方が本レポートを利用したこと又は本レポートに依拠したことによる直接・間接の損失や逸失 利益及び損害を含むいかなる結果についても責任を負いません。

● 本レポートに関する知的所有権は株式会社サティスファクトリーに帰属し、許可なく複製、転写、引用等を行うことを禁じます。

● フェアトレードジャパン, 公式サイト（https://www.fairtrade-jp.org/）

● Fairtrade International, 公式サイト（https://www.fairtrade.net/）

● 一般社団法人日本記念日協会 記念日文化研究所, 「2022年のバレンタインデーの推計市場規模は前年比約12％増の約1175億円」,2022年2月14日（https://www.kinenbilabo.jp/?p=906）

■ 参照・引用資料

株式会社サティスファクトリーは、SDGsに係る人材教育プログラム

『KIZUNA ESD』を企業に提供しております。全ての従業員による

サステナブルレポート作成やSDGs映画上映会の実施など、各種運用

の導入と内製化を支援いたします。
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https://www.fairtrade-jp.org/%EF%BC%89
https://www.fairtrade.net/
https://www.kinenbilabo.jp/?p=906
https://www.sfinter.com/information/post-2953/

